
                   

今
年
4
月
に
、
逗
子
市
は
市
制
施
行

60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
逗
子
と
関
わ
り

の
深
い
文
学
者
た
ち
の
作
品
を
手
掛
か

り
に
、
郷
土
資
料
を
参
考
に
し
な
が
ら

逗
子
市
の
60
年
の
移
り
変
わ
り
を
た

ど
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

             

逗
子
に
初
め
て
図
書
館
が
で
き
た
の

は
、
昭
和
24
年
、
逗
子
市
誕
生
の
5
年

前
で
す
。
日
本
の
民
主
化
促
進
の
一
環

と
し
て
Ｃ
Ｉ
Ｅ
（
進
駐
軍
神
奈
川
軍
政

部
の
民
間
情
報
教
育
局
）
に
よ
り
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
場
所
は
逗
子
駅
前
の
東

寄
り
、
建
物
は
進
駐
軍
用
の
カ
マ
ボ
コ

兵
舎
を
利
用
し
た
も
の
で
し
た
。
蔵
書

は
米
国
内
の
寄
贈
本
が
中
心
で
、
多
く

が
横
文
字
の
雑
誌
で
し
た
。
逗
子
在
住

の
堀
田
善
衛
の
国
際
感
覚
は
、
こ
れ
ら

の
本
に
よ
っ
て
更
に
磨
か
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

こ
の
カ
マ
ボ
コ
型
図
書
館
は
集
会
所

と
し
て
も
親
し
ま
れ
ま
し
た
。
逗
子
は

昭
和
25
年
に
住
民
投
票
に
よ
っ
て
横

須
賀
市
か
ら
分
離
独
立
し
ま
す
。
図
書

館
は
そ
の
後
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
管
理
を
離
れ
、

逗
子
町
立
図
書
館
と
な
り
ま
し
た
。
市
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市制施行 60 周年記念 

図書館資料からみた逗子市の 60 年 

私
が
は
じ
め
て
彼
（
堀
田
善
衛
）
を
知

っ
た
こ
ろ
、
彼
は
毎
日
大
て
い
逗
子
の
図

書
館
へ
行
っ
て
本
を
読
ん
で
い
る
、
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。（
略
）
堀
田
善
衛
は
お
そ

ら
く
、
あ
れ
ら
の
本
の
逗
子
第
一
の
利
用

者
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。 

（
本
多
秋
五
『
物
語
戦
後
文
学
史
・
完
結

編
』
新
潮
社
よ
り
） 

 

カマボコ型の市立逗子図書館 

（昭和 31 年撮影） 

図
書
館 



制
施
行
と
共
に
市
立
図
書
館
に
な
っ
て

か
ら
移
転
、
新
築
、
改
築
を
経
て
現
在

に
至
り
ま
す
。 

    

            

石
原
慎
太
郎
が
『
太
陽
の
季
節
』
を

発
表
し
た
の
は
、
逗
子
市
誕
生
の
翌
年

の
こ
と
で
す
。
こ
こ
に
引
用
し
た
文
章

は
、
逗
子
に
住
む
主
人
公
が
ヨ
ッ
ト
に

乗
り
、
海
上
か
ら
町
並
み
を
眺
め
て
い

る
場
面
で
す
。
ホ
テ
ル
の
灯
の
描
写
は

「
な
ぎ
さ
ホ
テ
ル
」
を
思
わ
せ
ま
す
。 

逗
子
の
名
が
知
ら
れ
、
逗
子
海
岸
で

海
水
浴
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
32
年
か
ら
44
年
ま
で
、
毎
夏
逗
子

市
主
催
の
海
上
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
逗
子
の
夏
の
人
出
は
昭
和

42
年
に
史
上
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。 

昭
和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
、
江
ノ
島
の
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
か

ら
葉
山
の
鐙
摺
（
あ
ぶ
ず
り
）
ま
で
の

逗
子
を
含
む
一
帯
が
、
ヨ
ッ
ト
競
技
場

に
な
り
ま
し
た
。
江
ノ
島
と
鐙
摺
の
ヨ

ッ
ト
会
場
を
結
ぶ
た
め
、
国
道
134
号
バ

イ
パ
ス
の
湘
南
有
料
道
路
鎌
倉
・
逗
子

間
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
直
前
に
開
通

し
ま
し
た
（
昭
和
61
年
に
無
料
化
）
。

こ
の
道
路
建
設
を
機
に
逗
子
海
岸
の
風

景
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
昭
和
43
年

頃
か
ら
夏
の
湘
南
道
路
に
暴
走
族
が
現

れ
、海
水
浴
客
も
減
少
し
始
め
ま
し
た
。 

            

逗
子
海
岸
風
景 

ハ
ー
バ
ー
を
出
て
江
ノ
島
を
目
指
す
と
、

稲
村
ケ
崎
の
沖
合
辺
り
で
風
が
全
く
止

ん
で
し
ま
っ
た
。
竜
哉
は
錨
を
投
げ
込
み

帆
を
降
ろ
し
た
。
（
略
）
逗
子
の
ホ
テ
ル

の
灯
が
一
つ
一
つ
は
っ
き
り
見
え
出
し
、

何
か
の
加
減
で
由
比
ヶ
浜
の
ハ
イ
ウ
ェ

ー
を
走
る
車
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
か
す

か
に
聞
え
て
き
た
。 

（
石
原
慎
太
郎
『
太
陽
の
季
節
』
新
潮
社

よ
り
） 

田
越
川 

田越川・護岸工事の前と後

（昭和 30 年代） 

 

 

昭和 

海水浴客で賑わう逗子海岸 

（昭和 30 年代） 

 



          
   

中
里
恒
子
は
昭
和
7
年
に
療
養
の

た
め
逗
子
に
転
地
し
、
翌
年
か
ら
田
越

川
の
ほ
と
り
に
住
み
、
生
活
者
の
視
点

か
ら
逗
子
に
つ
い
て
書
い
て
い
ま
す
。

こ
の
文
章
は
昭
和
42
年
に
書
か
れ
た

も
の
で
す
。 

昭
和
36
年
6
月
末
に
逗
子
は
集
中

豪
雨
に
遭
い
、
市
内
の
広
範
囲
で
水
害

を
被
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

総
合
的
な
都
市
下
水
道
建
設
工
事
が
始

ま
り
ま
し
た
。
降
雨
に
よ
る
浸
水
を
た

び
た
び
起
こ
し
て
い
た
田
越
川
も
護
岸

工
事
が
行
わ
れ
、
河
畔
の
景
色
も
次
第

に
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。 

            

        

三
浦
半
島
地
域
の
高
速
道
路
建
設
計

画
が
発
表
さ
れ
た
の
は
昭
和
46
年
の

こ
と
で
し
た
。
林
京
子
は
昭
和
26
年
に

結
婚
し
て
以
後
逗
子
に
住
み
続
け
て
い

ま
す
。
昭
和
43
年
か
ら
住
ん
で
い
た
沼

間
の
家
は
、
丁
度
現
在
の
逗
子
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
の
辺
り
で
あ
っ
た
た
め
、

立
ち
退
き
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

横
浜
横
須
賀
道
路
の
逗
子
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
が
開
通
し
た
の
は
昭
和
57
年

の
こ
と
で
し
た
。 

 
逗
子
に
家
を
作
っ
て
住
ん
で
も
う
三

十
年
余
り
に
な
る
。
（
略
）
数
年
前
の
逗

子
の
水
害
で
、
私
も
被
害
を
被
っ
た
ひ
と

り
だ
が
、
三
十
年
こ
の
か
た
、
徹
底
的
な

川
浚
い
を
し
た
の
を
み
た
こ
と
が
な
い
。

―
昔
は
、
田
越
川
に
鮎
も
い
た
の
で
あ

る
。
（
略
）
も
う
一
度
、
そ
の
よ
う
な
流

れ
の
き
よ
ら
か
な
川
に
出
来
な
い
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
（
略
）
終
わ
り
に
、
た
し

か
に
逗
子
の
道
路
は
近
年
、
路
地
に
至
る

ま
で
よ
く
な
っ
た
。
私
は
逗
子
が
好
き
だ

か
ら
、
よ
い
こ
と
は
よ
い
、
わ
る
い
こ
と

は
わ
る
い
、
と
言
い
た
い
。 

（
中
里
恒
子
「
小
さ
な
川
の
ほ
と
り
で
」

中
央
公
論
社
よ
り
） 

 

私
の
家
の
、
周
辺
に
あ
っ
た
五
軒
の

家
は
、
す
で
に
引
っ
越
し
て
し
ま
っ
て

い
る
。
昭
和
五
十
六
年
に
完
成
予
定
の

高
速
道
路
に
、
こ
の
一
帯
の
土
地
が
か

か
る
。
そ
の
た
め
の
立
ち
退
き
で
あ
る
。

高
速
道
路
は
、
三
浦
半
島
か
ら
東
京
の

湾
岸
に
沿
っ
て
千
葉
に
抜
け
る
、
四
車

線
の
産
業
道
路
に
な
る
。
高
速
道
路
が

完
成
す
れ
ば
、
湘
南
方
面
か
ら
東
京
の

都
心
ま
で
、
三
十
分
で
い
け
る
と
い
う
。 

(

林
京
子
『
谷
間
の
家
』
新
潮
社
よ
り)

 

横
浜
横
須
賀
道
路
と
沼
間
の
開
発 

横浜横須賀道路 

逗子インターチェンジ開通 

（昭和 57 年 4 月 8 日） 



               
  

詩
人
・
高
橋
睦
郎
は
昭
和
61
年
に
逗

子
に
転
入
し
て
き
ま
し
た
。
鎌
倉
と
葉

山
と
い
う
二
つ
の
観
光
地
の
は
ざ
ま
に

位
置
す
る
非
観
光
地
と
し
て
逗
子
を
と

ら
え
、
そ
の
日
常
を
エ
ッ
セ
イ
に
つ
づ

っ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
逗
子
に
あ
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
う
ち
、
銀
座
通
り
の
ス
ズ
キ

ヤ
と
な
ぎ
さ
通
り
の
O

K
ス
ト
ア
の

前
身
は
映
画
館
で
し
た
。
60
年
前
の
逗

子
の
商
店
街
に
は
、
小
売
店
に
混
じ
っ

て
い
く
つ
か
映
画
館
が
あ
っ
た
の
で
す
。

最
後
の
映
画
館
は
、
昭
和
48
年
に
閉
館

し
ま
し
た
。 

 

       

      

私
の
住
ん
で
い
る
逗
子
の
場
合
で
い
え

ば
、
逗
子
銀
座
と
い
う
名
の
駅
前
商
店
街
と

周
辺
の
何
軒
か
の
小
売
店
、
三
つ
の
ス
ー
パ

ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
そ
れ
に
近
隣
の
お
百
姓

が
収
穫
を
持
ち
寄
る
通
称
百
姓
市
場
、
以
上

が
私
の
基
本
的
守
備
範
囲
だ
。(

高
橋
睦
郎

『
詩
人
の
買
物
帖
』
平
凡
社
よ
り) 

逗
子
の
商
店
街 

  

石
原
慎
太
郎
（
１
９
３
２-

 

） 

『
太
陽
の
季
節
』
ZY

F

ｲ 

『
弟
』
ZY

F

ｲ
に
は
少
年
時
代
に
北
海
道

か
ら
逗
子
に
転
入
し
た
当
初
の
印
象
が

書
か
れ
て
い
る
。 

「
海
と
い
う
人
生
の
光
背
」（『
石
原
愼
太
郎

の
文
学
４
』
ZY

918.6

ｲ

4
所
収
）
は
平
成

19
年
発
表
の
特
別
エ
ッ
セ
イ
。
逗
子
の
海 

 
 
 

 

に
寄
せ
る
思
い
の
記
述
あ
り
。 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
狂
っ
た
果
実
』
VN

ｸ
は
昭
和
31

年
撮
影
の
映
画
。
当
時
の
逗
子
駅
や
逗
子

に
あ
っ
た
遊
園
地
（
コ
ニ
ー
ラ
ン
ド
）
の

映
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

中
里
恒
子
（
１
９
０
９
‐
１
９
８
７
） 

「
小
さ
な
川
の
ほ
と
り
で
」（『
中
里
恒
子
全

集 

第
17
巻
』
ZY

918.6

ﾅ

17
所
収
） 

 

全
集
第
17
巻
に
は
逗
子
に
つ
い
て
書
か 

 

れ
た
も
の
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

林
京
子
（
１
９
３
０-

 

） 

沼
間
の
家
が
登
場
す
る
主
な
作
品
は
、 

『
谷
間
の
家
』
『
父
の
い
る
谷
』
（
『
三
界
の

家
』
ZY

F

ﾊ
所
収
）
、『
谷
間
』（
『
谷
間
』

ZY

F

ﾊ
所
収
）
。 

高
橋
睦
郎
（
１
９
３
７-

 

） 

『
詩
人
の
買
物
帖
』
914.6

ﾀ 

『
詩
人
の
食
卓
』
914.6

ﾀ
に
は
逗
子
に
住
む

よ
う
に
な
っ
た
経
緯
が
書
か
れ
た
エ
ッ

セ
イ
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

引
用
し
た
作
品
と
文
学
者
に
つ
い
て 

（
全
て
図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
） 

本
多
秋
五
著
『
物
語
戦
後
文
学
史
・
完
結
編
』

910

ﾎ

3
に
逗
子
で
の
堀
田
善
衛
に
関

す
る
記
述
あ
り
。 

 

堀
田
善
衛
（
１
９
１
８
‐
１
９
９
８
）
は 

昭
和
23
年
に
逗
子
に
転
居
。
昭
和
25
年 

頃
、
逗
子
に
仕
事
部
屋
を
持
っ
て
い
た
本 

多
秋
五
、
高
見
順
、
平
野
謙
ら
文
学
者
同 

士
の
往
来
が
盛
ん
だ
っ
た
。 

逗子銀座通り 

（昭和 40 年代） 

 

逗子銀座通りの

逗子銀映座 

（昭和 30 年代） 

 


